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投 稿 規 程 (37年5月 25 日委員会制定)

1.報文の投稿者は原則として，工学部教職員に限る。ただし，共同研究者の場合，そのほか

編集委員会の承認を得た場合にはその他の塾関係者の原稿も受理することが出来る。

2. 報文は，投稿者の原著で，欧文で書かれたものに限る。
他の刊行物に既発表のものについては次の規程による。

〔研究報告，既発表論文掲載規程(昭和 27 年、 12 月制定)より転載〕

(1) 邦文雑誌に既発表の場合，其の雑誌印刷発行の日より 1 カ年以内に限り受理する。
但し原報の所在を脚註に記載する。
例: Original report (in Japanese) has been published in the Journal of …・・

巻(号)頁(年)。

(2) 国内欧文誌，または外国雑誌に既発表の場合，其の雑誌印刷発行の日より 1 ヵ年

以内に限り抄論文または，より詳細なる論文(何れも長さ適宜)を受理する。
但し原報の所在を脚註に記載する。
例: The detailed report (又は A part of this research, the abstract, short 

notice 等) has been published in the Journal of...... 

(3) 印刷発行の日より， 1 年以上を経過せる既発表論文に於て掲載の必要を生じた場合

は紀要委員会にて審査の上掲載を認める事が出来る。

註 (1) は邦文と同じ題名，内容を英文で同じ表現をしたもので差支えないという意味で

あり， (2) は既発表論文と全く同ーの英文では困るから，適当に表現方法を変えれば
よいという意味であり，題名は同一でも変えられでも，御随意であります。
また (3) は，最近のように刊行が遅れている場合は， 1 年以上経ったものも，当然受
理して差支えない状態にあり，その他必要な場合のため掲載出来る余地を残しまし

た。従って，以上は論文発去を難かしく制限したわけではありません。

3. 報文の受理年月日は報文が工学部研究報告編集委員会に到着した年月日を以ってする。

4. 原稿の採否は編集委員会が査読を行って決定する。ただし工学部輪講会，各科輪講会，な

らびにそれに代る機関においてすで、に検討が終っているものについては，各科編集委員会

がその旨を編集委員会に報告することによって査読にかえることができる。この場合には

その委員が体裁，欧文が適当であるかをたしかめる。

5. 原稿には原則として頁数に制限を加えない。本文の前に約 300 語の英文抄録をそえる。

6. 論文中で引用する文献は本文中に宇の右肩に (1) のように通し番号で記入し，原稿の下に

下記の要領で記載する。

(雑誌の場合)著者名，誌名，巻，頁，年号

(単行本の場合) 著者名，書名，発行所名，発行年次，頁

なお，内外雑誌の略号は Science Abstract の List of Journals によるを原則とする。

7. 本文中の数式はなるべく下記のように書く。

(例) (可)ド州刊十C) ， n 人 vi-

(不可)子 百七， Iと， (め 1/2
8. 図面原図の大きさは刷上り寸法の 2--3 倍とし，図面に番号および標題をつける。なお図の

掃入個所は原稿中に指定する。また原図が写真であっても本文中に組み込む時は通し番号

を付ける。

9. 表には通し番号と標題をつけ必要ならば挿入個所を原稿中に記入する。

10. 初校を著者に送る。著者校正は原則として 1 回とする。また著者校正の期間は執筆者が校

正刷を受取った日より 2 週間以内とし，校Eがおくれる場合はその原稿掲載を後廻しにす

ることがある。

11. 掲載の順序は大体受理順とするが編集の都合上必ずしもこれによらないことがある。

12. 別刷は 50 部まで贈呈し， 50 部以上希望される方は原稿を提出される際に申し出れば実費

にて作製する。組版解体後の御申出には応じられない。

13. 投稿の細目については別に定める注意書に従う。


